
◀小峰城　平成22年に
国指定史跡となった小
峰城は、奥州関門の名
城とうたわれた梯郭式
の平山城です。現在の
三重櫓と前御門は、定
信時代に作られた絵図

と発掘調査に基づき、約120年の時を経て木造で復元
され、市のシンボルとして親しまれています。

　

大
河
ド
ラ
マ「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
～
」を
契
機
に
、
本
市

は
松
平
定
信
公
ゆ
か
り
の
地
・
福
島
県
白
河
市
と
交
流
を
始
め
ま
し
た
。

意
次
と
定
信
の
人
物
像
や
白
河
市
の
魅
力
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

問
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大
河
ド
ラ
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推
進
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大
河
ド
ラ
マ
の
主
要
人
物
で
あ
り
、
国
づ
く
り
を
進
め
た
田
沼
意
次
侯
と
松
平
定
信
公
。
二
人
は

対
照
的
な
政
治
家
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
共
通
し
て
財
政
再
建
を
目
指
し
た
こ
と

か
ら
「
国
を
立
て
直
す
」
と
い
う
想
い
は
同
じ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆「
白
河
市
大
河
ド
ラ
マ
展
」が
オ
ー
プ
ン

◆
田
沼
意
次
と
松
平
定
信 

～「
政
敵
」と
し
て
対
立
し
た
二
人
だ
が
～

◆
定
信
公
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る

◆
白
河
市
に
つ
い
て

　

大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦

重
栄
華
乃
夢
噺
～
」
展
が
８
月
19

日
、
白
河
市
の
小
峰
城
歴
史
館
ロ

ビ
ー
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

番
組
紹
介
パ
ネ
ル
や
登
場
人
物

の
ロ
ー
ル
ア
ッ
プ
バ
ナ
ー
、
実
際

に
撮
影
で
使
用
さ
れ
た
小
道
具
・

衣
装
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

定
信
公
の
居
城
で
あ
っ
た
小
峰

城
の
歴
史
が
学
べ
る
同
城
歴
史
館

と
と
も
に
、
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

白
河
市
と
　
　
志
向
の
交
流
を

未
来

◀南湖公園　定信によ
って築造された南

なん

湖
こ

は、塀も柵もなく、い
つでも誰でも風景を楽
しめる「士

し

民
み ん

共
きょう

楽
ら く

」の
理念を叶えたもので、
人々の憩いの地として

親しまれています。湖水は灌
かん

漑
が い

用水として利用され、
築造工事は困窮者の救済事業を兼ねていました。

▶南湖神社　定信をま
つる神社で、定信が学
問・文化芸術に秀でて
いたこと、男女の縁を
多く取り持っていたこ
とから「学業成就・縁
結びの神」としても有
名です。春には、定信が植えたと伝えられる樹齢200
年以上の御神木「楽

らく

翁
お う

桜
ざくら

」が見事に咲き誇ります。

［場所］�小峰城歴史館ロビー
　　　（福島県白河市郭内１-73）
［期間］▶前期＝～９月28日日
　　　▶後期＝�10月15日水～
　　　　　　　12月７日日
　　　※月、祝の翌日は休館
［時間］�午前９時～午後４時30分
［入場料］�無料　※同館展示室への

入場は有料
［主催］NHK財団　
［協力］白河市

田沼政治を批判し「寛政の改革」
を断行するが、厳しい統制によ
り人々の不満が高まり、老中就
任わずか６年で解任される。

従来の価値観にとらわれない経
済政策により「田沼時代」を築く
が、自然災害などで人々の不満
が高まり政争に敗れ失脚する。

◀白河そば　定信
が冷害に強いそば
の栽培を奨励した
ことが起源と言わ
れています。いろ
いろな薬味を組み
合わせて食べる割
子そばスタイルが
人気です。

▶�

５
月
10
日
、
11
日
に
、
杉
本
市

長
㊨
が
白
河
市
を
訪
問
し
、
鈴す

ず

木き

和か
ず

夫お

白
河
市
長
㊧
と
交
流
を

誓
い
ま
し
た
。

出生御三卿の田安家に生まれる。 旗本の家に生まれる。

◀南湖だんご　南
湖築造の際、定信
が職人たちに振る
舞ったことが起源
だと伝わる名物で
す。一口大のだん
ごをつまようじで
いただくスタイル
が定番。

▶白河ラーメン　
手打ちのちぢれ麺
と豚骨と鶏ガラか
らだしを取った、
醤油ベースのあっ
さりしたスープが
特徴の、白河市の
ソウルフードです。

白河グルメ 観光スポット

祖父は８代将軍の徳川吉宗 父は田沼意行（500石）親族
11万石（白河藩主） ５万7,000石（相良藩主）石高

潔癖で厳格、信念を貫く 律儀者で柔軟な思考性格

田安家→白河松平家
→老中首座兼将軍補佐

小姓→御用取次→側用人
→側用人兼老中経歴

・農村の復興
・出版統制や朱子学の重視
・社会秩序の維持

・民間資本の活用
・貨幣制度の改革
・外国貿易の黒字化

政策

「広報しらかわ」
９月号に本市の
紹介記事が掲載
されています。
ぜひご覧くださ
い。

白河市

結末

■
人
口　

�

５
５
８
３
０
人（
令

和
７
年
８
月
１
日
現

在
）

■
面
積　

�

３
０
５
・
32
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

■
産
業　

�

県
内
有
数
の
製
造
品

出
荷
額
を
誇
る
工
業

を
中
心
に
、
多
様
な

産
業
が
展
開

将軍を祖父に持つ
「サラブレッド」

旗本から老中に出世した
「成り上がり者」

松平定信（1759～1829年）

白河市歴民俗資料館蔵 牧之原市史料館蔵

田沼意次（1719～1788年）

白河市
ホームページ

◀�

開
館
日
な

ど
の
詳
細

　

白
河
市
は
福
島
県
中
通
り
地

域
の
南
部
、
栃
木
県
と
の
県
境

に
あ
り
、
古
く
か
ら
「
み
ち
の

く
の
玄
関
口
」
と
し
て
栄
え
て

き
た
歴
史
と
文
化
が
色
濃
く

残
っ
て
い
ま
す
。

　

那
須
連
峰
や
阿
武
隈
川
を
は

じ
め
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、

夏
は
涼
し
く
、
冬
は
積
雪
の
少

な
い
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
で
す
。

　

東
北
自
動
車
道
や
東
北
新
幹

線
な
ど
交
通
網
が
充
実
し
て
お

り
、
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

も
抜
群
。本
市
か
ら
は
、東
北
自

動
車
道
を
利
用
し
、
車
で
約
５

時
間
で
行
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
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